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1
JohnSteinbeckは、その処女作CupofGold(1929)を歴史小説 と し
て書 いた。 しか し、夢 と冒険の織 りなす この物語 は、大恐慌 に苦 しむ人 々
には受け入 れ られなか った。 これ を機 に、Steinbeckは彼の物語の舞台 を
彼 が生まれ育 った カ リフォルニアに移 した。
CupofGoldに次いで出版 された作品は 、ThePasturesofHeavenで
あるが、PeterLiscaによるとこの作品よ りも以前 に`ToanUnknown
God'とい う未発表作 品があ り、これ に5年 間、手 を加え続 けて、1933年
にToaGcdUnknownと して出版 された とい うことで あるので、実質 的
には、カ リフ ォルニアへ舞台 を移 してか らの、最 初の作品 と言 え るであろ
う。出版 当時はCupofGoldと 同 じく不評 をか い、大方 の 批 評 家 か ら
は、 リア リテ ィを欠 くとして取 り上 げ られなか った。
PeterLiscaは``ToaGodUnknownwasgenerallytreatedasan
earlyatte皿pttoescapehissocialresponsibilitiesaswriterbyresort-
ingtomythandsymbolism"(11と指摘 し、theunwieldlymythical
parapherllalia{2)ときめつ けている。
Steinbeckは「人はいかに生 きるべ きか」 「善 とは何か」 とい う問題 を
終始 、追 い求 め続 けた作家 である。彼 の20代後半 に書かれた この作品を、
これ らの問題 の出発点 に立つ もの として考察 してみた い。
皿
この作品 は、大 地の 生命 を旱 魃 か ら守 るためにUnknownGodに 身
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を捧 げた 青 年Josephの物語であ る。Steinbeckにとって 「神」 は常 に
"Unknown"ま きに 「知 られ ざる神」なのであ
って、その神 を求 め
るJosephの苦 難の道が 、この作品 のテーマで ある。Josephを取 り巻 く
人達.兄 のBurtoll、Thomas、妻 のElizabeth,兄嫁 のRama、Angelo
神父 、森 の仙人 は、各 々の方 法で 自らの神 を求 める。そ して各 人の求
道 が、Josephの生 き方 と対 照 的 に描かれ てお り、彼 の歩 む道 をよ りきわ
立 たせ る役割 を果 している。
この作 品 の 申でSteinbeckが考 える 「神」 は、生命 を生み 、育 み、そ
してその 生を全 うした ものがすべて もどってい く大地(motherearth)自
然 その ものである・Josephを取 り巻 く未開 の地NeustraSenoraは、作
品 の もう1人 の主 人公 の様 に、克明 に、荘重 に描 かれてい る。
Steinbeckが自然 を描 く時は、常 に生 き生 きと内か らあふれ出る ものを
持 ってい ると言 われているが、それ はこの初 期の作品 において も例外で は
な い。無 名 の青年作家 は、のびやかに筆 を走 らせ てカ リフ ォル ニァの 自然
を描 いて いる。'そして・こ の強 烈 なmotherearth礼讃 は1、作者が生ま
れ育 った カ リフォル ニアの豊かな自然 の影響 をぬ きに しては考 えられない。
Steinbeckの母 方 の父 は アイル ラン ド出 身で 、ToaGodUnknown
のJosephや・Eσs貢ゾE4伽 のAdamTraskの 様 に、南北戦争 のす ぐ
後 、カ リフ ォルニ アに定住 した。そ してSteinbeckの母 は、ToaGod
UnknownのElizabethやmastofEdenの01iveHamiltonの様 に、
教師 であ り、息子 の幼 い 日、彼 に世 界の 名作 を 読ん で 聞かせた事が 知 ら
れ てい る。彼 は子供 時代 、TheRedPonyのJody少年 そのままに、美
しい肥沃 なSalinasValleyに育 ち、EastofEdenの冒頭 に記 されてい
る様 に、東方 のGabilanMountainsへの愛 と、西方 のSantaLucia連
山への畏怖 の念 を持 っていた。Steinbeckはこのカ リフォルニ アの谷 とそ
れ を取 り巻 く山々 、そ こに住む人 間や動物か ら、後 の作品の大部分 の題材
を得てい る。彼 に とって、自然 は好奇心 の対象 であるばか りではな く、彼
の想像力 を剌激 伝 飛翔 させ 、その質 に決定的な影 響 を与 えた、 と考 え ら
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れ る 。
皿
主人公Josephのmotherearth礼讃 は、開拓のため にNeustraSenora
の谷へ入 った時 に始 まる。彼 を取 り巻 く自然は、雄大 、荘重 であ り、その
豊 かさに彼 は大 きな感銘 を受 ける。同時に、奥深 い森林 がsymbolsofan
ancientreligionの様 に も見 えて くる。そ して、 この大地の豊 か さを守 る
のが彼 の使 命だ と感 得す るに至 る。次 のパ ラグ ラフは、単に土地 を得 よう
という欲望 だ けではな く、大 地 と交 わ り、その恵 みを受 け、またそれ を守
ってい こうとす る者の誓い を表わ していな いだ ろ うか。
His possessiveness became a passion.  'It's mine,' he  chanted.' Down deep 
it's mine, right to the center of the world. He stamped his feet into the 
soft earth. Then the exultance grew to be a sharp pain of desire that 
ran through his body in a hot river. He flung himself face downward 
on the grass and pressed his cheek against the wet stems. His fingers 
gripped the wet grass and tore it out,and gripped again. His thighs beat 
heavily on the earth .... For a moment the land had been wife(3)
そ し て原 住 民 のJanitoは 、 祖 先 か らの 言 い 伝 え をJosephに 語 る 。
`Mymothersaidhowtheearthisourmother,andhoweverythingthat
liveshaslifefromthemotherandgoesbackintothemotherl41
Josephが住 み 家 と 定 め た 場 所 に あ る 樫 の 木 も ・ 彼 に と っ て は 大 き な 信
仰 の 対 象 と な る 。 彼 の 死 ん だ 父 の 霊 が こ の 樫 の 木 に乗 り 移 っ た と 彼 は 信
じ 、 こ の 木 に"Sir"と 語 りか け る 。
" Joseph raised his head and looked at its old, wrinkled limbs. His 
eyes lighted with recognition and welcome, for his father's strong and 
simple being, which had dwelt in his youth like a cloud of peace, had 
entered the tree. Joseph raised his hand in greeting. He said very softly, 
'I'm glad you've come sir ....  '  The tree stirred slightly.(5)
そ れ ば か りで はな く、捕 え たワシを 生蟄 として 捧 げ た り、あ るい は
fiestaのさ申 に酒 を根 元 に注 ぎ、肉を供 える、そ して 、自分の息子が生 ま
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れ た時 、その子を樫の木の大枝 に坐 らせ る。敬虔な ピュー リタンである兄
のBurtonは、非常 に 罪 深い 行 ないであると弟Josephを責 め、樫 の木
の根元 を切 って枯死 させ て しま う。Josephは死に果 てた樫 の木 を前 に、
二 卜
孤 独感 に襲 われる。Josephは樫 の木 をmotherearthが具現化 された も
の と見な し、その申に神 を見出 していたのである。
Josephはまた、松 林 の中 にある苔む した巨岩 と、そこか ら湧 き出す泉
をmotherearthの象徴 と見 なす 。物 語の 中でJosephの信仰 を常 に言
葉 で裏打 ちしてい くJanitoは、 この岩 を、 インデ ィア ンの女性 達 が、生
み の苦 しみをいやす場所 だ と説 明す る。Josephの妻Elizabethも、妊娠
してこの場所 を訪れ 、神秘 的なmを 経験す る。
'It was quiet, Joseph, more quiet than anything I've ever known. I sat 
in front of the rock because that place seemed saturated with peace. It 
seemed to be giving me something I needed.... And I loved the rock . 
It's hard to describe. I loved the rock more than you or myself . And 
this is harder to  say  : While I sat there I went into the rock. The little 
stream was flowing  out of me and I was the rock, and the rock was—I 
don't know—the rock was the strongest dearest thing in the world.'(6)
この様 に・巨岩 と泉 は、生命 を生み出す ものの象徴 として、Joseph達
の信仰 の対象 とな る。
後 に・Josephの一家 は旱魃 に苦 しめ られ るが、 ここか ら湧 き出 る泉が
唯一の頼 りとな る。巨岩 の苔が枯死 して しま う時が、谷 の生命.人 間 も
動物 も植物 も が息絶 える瞬間なのであ る。 この生命の源泉 を旱魃 か ら
守 ろ うとJosephは苦 闘す る。そ して、つ いに泉 が枯 れ果 てた時 、自らの
血 をこの岩 をζ捧 げて・枯死 か ら岩 を.一.谷の生命 を一 守 ろ うとす る。
 `Of course,' he said,  'I'll climb up on the rock.' He worked his way 
carefully up its steep sides until at last he lay in the deep soft moss 
on the rock's  top.When he had rested a few minutes, he took out his 
knife again and carefully, gently opened the vessels of his wrist . The 
pain was sharp at first, but in a moment its sharpness dulled. He 
watched the bright blood cascading over the moss, and he heard the
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 shouting of the wind around the grove. The sky was growing grey. 
 And time passed and Joseph grew grey too. He lay on his side with 
 his wrist outstretched and looked down the long black mountain range 
 of his body. Then his body grew huge and light. It arose into the sky, 
 and out of it came the streaking rain. should have known,' he 
 whispered.  'I am the rain.' And yet he looked dully down the mountains 
 of his body where the hills fell to an abyss. He felt the driving rain, 
 and heard it whipping down, pattering on the ground. He saw his hills 
 grow dark with moisture. Then a lancing pain shot through the heart 
 of the world.  'I am the land,' he said,  'and I am the rain. The grass 
 will grow  out of me in a little while.' 
   And  the storm thickened, and covered the world with darkness, and 
 with the rush of  waters.(7)
この様 に、樫の木 と巨岩 をmotherearthの具 現 化 された もの と見な
　
広 その中に永遠性 と豊か さを見出 して、それ らを守 り育て る事が 自らの
使 命だ1とJosephは信 じたのである。彼が家畜の多産を願 い・自 らの子供
を 「大 地 との 絆」i`atietotheearth"とみ た の も、motherearth
か ら受けた生命 を伝 えねばな らない と感 じたか らで あろ う。
この他 に も、動植物 を生 き生 きとさせ る雨 、常 に緑豊かなセ コイアの林
な どが、motherearthを象徴す る もの と して随所に見 られ る。
この様 にみ て くると、死 んだ父 の霊魂 の不滅 、父=祖 先崇拝、樫の木 の
崇拝、輪廻 の思想 などが、作品の随所 にあち われていて、Druidismと通
じる もの を持 ってい る様 に思 われ る。
N
motherearthへの帰 依 を作品 全体 にた たえなが ら、Josephには常に
キ リス トの イメージがρ きま とってい、る。最初 にあらわれ るキ リス トの イ
メー ジは、JosephとElizabethが教会 で結婚式 をあげる時で ある。
Elizabethが教会の中 を見まわ して』キ リス トの十字架 を見つ けよ うとす る
コ ト
が、その イメージが、ま さに彼女 の傍 らに立つJosephの顔 と重な りあう
の を見 る。 ・1
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...and'whenshedrewapictureoftheChristinhermind,Hehadthe
face,theyouthfulbeard,thepiercingpuzzledeyesofJoseph,whostood
besideher.1$)
、Elizabethは"rmprayingtomyownhusband."(9)と 告 白 す る 。
ま た 、 巨 岩 を見 つ け る 日 の 朝 、 や わ ら か な 朝 の 光 に 向 っ てJosephは 両 腕
を 水 平 に 広 げ 、無 意 識 の う ち に キ リ ス トの 十 字 架 の 形 を と る 。
AsJosephturnedto,leavethebarn,thesuncameoverthemountains
andsentwarmwhitestreaksthroughthesquarewindows.Josephmoved
intoashaftoflightandspreadhisarmsforamoment.am
そ して、 その 日か ら巨岩 の生命 を守 る事が、ひいては、彼 を取 り巻 くも
ろ もろの 生命 を 救 うこ とにな る、 とJosephは考 えるようにな る。 しか
し、Josephの負 う試練は、 きび しい ものであった。物語の 終 り近 く、疲
れ果 てたJosephが巨岩 のそばで眠 りこけてい る時、常に彼 の信仰 の 代弁
者 であるJanitoは、Josephの顔 にキ リス トの顔 をかい ま見 る。
1匸
And then, while he looked at Joseph's face, Janito thought of the old 
church in Nuestra Senora, with its thick abode walls and mud floors. 
There was an open space at the eaves, and the birds flew in sometimes, 
during the mass. Often there were bird dropping on Saint Joseph's head, 
and on the blue mantle of Our Lady. The reason for his  thought came 
slowly  out of picture. He saw the crucified Christ hanging on His Cross, 
dead and stained with blood. There was no pain in His face, now He 
was dead, but only disappointment and perplexity, and over these, an 
infinite weariness. Jesus was dead and the Life was finished. Janito built 
a tall blaze to see Joseph's face clearly, and the same things were there, 
the disappointment and the weariness. But Joseph was not dead. Even in 
his sleep his jaw was resistingly  set.(11)
ま た 旱 魃 に 苦 し むJosephは 、Angelo神 父 に 雨 乞 い を す る 様 に 頼 む 。
Angelo神 父 は 、 異 端 の 祈 り を拒 み は す る が 、 そ の 気 迫 に お さ れ て 次 の 様
に 考 え る 。1
`ThankGodthismanhasnomessage.ThankGodhehas,nowilltobe
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rememberd,tobebelievedin,...・elsetheremightbeanewChrist
・hereintheWest.'ua
こ のnewChristの 姿 をSteinbeckはJosephの 申 に あ ら わ そ う と
し た と思 わ れ る 。Elizabethに、Josephが説 い た キ リス トの 苦 しみ に つ
い て の 言 葉 が 思 い お こ さ れ る 。
Christnailedupmightbemorethanasymbolofallpain.Hemight
inverytruthcontainallpain.Andamanstandingonahilltopwith
'hisarmsoutstreched
,asymbolofthesymbol,hetoomightbea
reservoirofallthepainthateverwas.⑬
乾 き き っ た 大 地 を 生 き返 らせ る使 命 を 負 っ て 、 巨 岩 の 苔 を 泉 の 水 で う る
お し続 け るJosephの 姿 に 、Steinbeckは人 の 生 き るべ き道 こ の 世 に
生 を 受 け た 者 は そ れ を 豊 か に 実 らせ ね ば な ら な い 。 ま た そ れ を は ば む も の
に 対 して は 、 断 固 と し て 闘 わ ね ば な らな い を あ ら わ し て い た の で は あ
る ま い か 。 そ し て こ の 姿 は 、TheGrapesofWrathのTomJoadや
JimCasy,ThePearlのKinoな どへ 受 け つ が れ て い る の で は な い だ ろ
う か 。
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